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研究成果の概要（和文）：本研究は日本国外の日本庭園を対象に、その全体像と国際社会におけ

る意義と役割を明らかにすることを目的とした。現在海外には 450 を超える公開日本庭園が存

在し、その 1/3 以上が日本との友好交流（姉妹都市）に起因して造られている。このことから、

東京農業大学国際日本庭園研究センターを設立し、今後の海外の日本庭園相互の情報交換をめ

ざした国際的な団体の設立・運営支援を実施した。主要な研究成果は「海外の日本庭園」ホー

ムページ（http://www.nodaigarden.jp）にて公開した。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the role and significance 
of Japanese gardens open to the public outside of Japan in the international communities. 
We could count more than 450 Japanese gardens outside Japan, and more than the 1/3 of 
them were created through sister city affiliations with friendly cultural exchanges. 
Therefore, we founded the Center for International Japanese Garden Studies at Tokyo 
University of Agriculture and supported the establishment and operation of international 
organizations aiming at the exchange of information of mutual Japanese gardens outside 
Japan. Also we started the website "Japanese Gardens Outside Japan" 
(http://www.nodaigarden.jp) to supply the main research results of the study. 
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１．研究開始当初の背景 
「毎年 10ヶ所以上の公共の日本庭園が世界
各地に造られている。（過去 20 年平均）」 
『「海外の日本庭園」調査報告書』（社団法

人日本造園学会、2006 年日本語版 238p. 
2007 年英語版 260p.）が刊行され、世界中 432
ヶ所の公開日本庭園の実態が整理された。こ
の報告は研究者らが中心となり実施し 5年間
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にわたる調査結果をまとめたものである。海
外の日本庭園の全体像は明確になった。しか
し、その存在意義と担うべき役割の詳細な検
討には至っていない。そこで、既に収集した
情報を、海外に日本庭園が構築される際の意
義の観点から整理しなおし、それに追加調査
による情報を加えることで、海外の日本庭園
が担う役割を明確にし、管理・運営に関する
具体的提言をまとめていくことを本研究の
使命と考えた。 
 
２．研究の目的 
『「海外の日本庭園」調査報告書』（日本造
園学会、2006）により海外の日本庭園の概要
と著名庭園の実態の概要が明らかになった。
しかし、「なぜその日本庭園が必要で、どの
ように利用されているのか」、は明確になっ
ていなかった。そこで「海外の日本庭園の存
在意義と担うべき役割」について、明らかに
することを本研究の目的とした。 
最終的には、この研究成果に基づき、海外
の日本庭園の管理・運営の向上と、それぞれ
の庭園相互のグローバルネットワークの構
築に資することを目指した。 
 
３．研究の方法 
 (1)海外の日本庭園情報の追加・更新・整備 
（社）日本造園学会「海外の日本庭園」調査・
刊行委員会（2001 年～2005 年）によって収
集蓄積し、研究者の下に保管されている世界
各地の日本庭園に関する膨大な情報の再確
認、追加、更新、再整理により、世界の公開
日本庭園の情報のデータベースの構築。 
①既存データの再整理と更新。 
②重要な未調査庭園、新設庭園の情報収集と
現地調査。 
(2)日本が関与して造られた日本庭園調査 

日本政府が寄贈した海外の日本庭園のほ
か、友好都市・姉妹都市提携を理由として、
諸外国の自治体に寄贈、あるいは支援・援助
して造園された日本庭園の合計約 170件につ
いて、基本情報（庭園概要調書）の追加修正
を実施し、アンケート調査、電話や直接面接
によるヒアリング調査を実施。 

また、研究期間中の海外にて開催された国
際園芸博覧会（花博）に出展された日本庭園
についての現地調査。 
(3)海外で独自に構築された日本庭園調査 
 海外に独自に構築された日本庭園の中で
も、その意義と役割が明確な日系人社会の日
本庭園、日本との友好周年行事を研究期間中
に迎えた国々の日本庭園を対象として現地
調査を実施。 
(4)海外の日本庭園情報ネットワークの構築 

海外において各種学会、シンポジウムなど
で海外の日本庭園に関する研究成果を公表
することにより、関連研究者等との連携関係

の構築。最終的に海外の日本庭園に関する情
報交換を目指した、海外の日本庭園の情報ネ
ットワークを構築。 
 
４．研究成果 
研究成果の概要として、まず、21 世紀にな

り既に 10 年を経過した近過去における日本
庭園の世界的動向について、調査結果からそ
のトピックを年表としてまとめて考察した
結果を整理した。 
近年における世界の日本庭園ブームは

年々拡大しており、日本庭園が新たに新設さ
れる国・地域の増加、既設日本庭園の修復や
改修、日本庭園愛好団体や研究団体・個人の
増加は著しく、日本国内で把握できる情報に
は限界があったが、近年の日本国外の日本庭
園に関する世界的トピックを試み、以下のよ
うに整理した。 
・開催が増えつつある国際園芸博覧会におけ

る日本国政府、自治体他出展の日本庭園 
・国レベルでの「JAPAN 2001」のような国際
的日本年や国交樹立周年行事等、様々な文
化交流の一環としての日本庭園の造営（寄
贈、援助、支援） 

・海外の歴史的日本庭園の再発見、修復、公
開の進展 

・発展途上国、新興国における日本との友好
記念庭園 

・Web サイト利用による日本庭園フォーラム
の隆盛 

・アメリカ、英国など歴史的日本庭園を持つ
国における日本庭園関連団体の設立、活性
化 

・日本庭園に関する国際シンポジウム開催 
・外国人向け日本庭園の専門セミナー増加 
・海外の日本庭園研究・研究者の増加 
・海外の日本庭園に関する展示会の開催や専

門書の刊行数の増加 
・海外の様々な日本庭園（元王宮内日本庭園、

強制収容所の日本庭園など）の研究進展 
・日本とは異なる気候帯（寒帯～熱帯、砂漠

気候）での日本庭園の造営 
・ODA や JICA の活動の一環としての日本庭園

新設や修復 
・日本国在外公館における日本庭園の増加  
・国際的な資本家（資産家）個人邸宅の日本

庭園の増加 
 このほか、海外の日本庭園の意義と役割に
関しては以下のような研究成果を得た。 
（1）現代における海外の日本庭園の意義と
役割については、姉妹都市を起因とした海外
の日本庭園の多いことなどから、日本と諸外
国との友好交流、日本文化紹介の拠点として
の意義を見出した。しかし、その役割が十分
に生かされていない点も把握した。 
（2）北米地域、特にアメリカは世界でも最
も日本庭園が多いため北米の研究者との連



携、アメリカにおける日本庭園情報交換のプ
ラットホーム構築を目指し、調査と同時に研
究成果の北米における公表を実施してきた。
その結果、2010 年に北米日本庭園協議会（本
部ポートランド）の設立が実現し、この協議
会が発展的に北米日本庭園協会（North 
American Japanese Garden Association, 
NAJGA）として 2011 年に発足し、2012 年 10
月に第 1回世界大会が開催された。この時に、
日本庭園学会との連携協定の締結を支援し
た。 
（3）南米地域では、アメリカに次いで日系
移民の多いブラジルについて現地調査を実
施し、これまで不明な点が多かった移民社会
ブラジルの日本庭園の全体像を把握した。 
（4）オセアニア地域では、日本から寄贈・
支援による日本庭園設置数の割合が極めて
高いオーストラリア、ニュージーランドにつ
いて一部現地調査を含み全ての公開日本庭
園への調査を実施し、友好・文化紹介の拠点
としての意義を見出し、関連研究成果を公表
した。 
（5）アジア地域では特に近年日本庭園数増
大の激しい中国、並びに友好 100 周年記念事
業による日本庭園設置が増えたトルコにお
いて現地調査を実施しその成果を公表した。
特に、この 2国に代表されるが、それぞれの
国により日本との交流事情、国情の違いによ
り、日本庭園に求められる役割が異なること
を確認した。トルコでは自国民の日本理解の
ために日本庭園が望まれ、中国では日本人・
日系企業のために日本庭園が造られる傾向
が認められた。 
（6）ヨーロッパにおいては日本庭園設置が
歴史的にも古いため、現地研究者との連携を
進めつつイギリスにおける現地調査の実施、
ヨーロッパの日本庭園の歴史的概要に関す
る研究成果、地中海沿岸地域における日本庭
園の概要について、ヨーロッパにて開催され
た複数の国際会議にて発表した。また、英国
に本拠をおき 20 年の歴史をもつ日本庭園協
会（The Japanese Garden Society, UK）と
情報交換を開始し、日本の日本庭園学会との
連研究協定実現を支援中。 
（7）一連の調査研究、情報交換、情報スト
ックなどの社会発信を企図し、2012 年研究者
らの所属する東京農業大学に国際日本庭園
研究センター（The Center for International 
Japanese Garden Studies）を設置した。 
（8）これまでの研究成果の公開と、今後の
継続した情報収集、そして海外の日本庭園相
互の交流ネットワークのプラットホームの
一つとして運営することを企図した、ホーム
ページ「海外の日本庭園 Japanese Gardens 
Outside Japan」（日英バイリンガル表記）を
開設（2012 年 10 月）し、随時最新の情報に
更新して運営している。 

URL: http://www.nodaigarden.jp 
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